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もクラスターのサイズは増大せず,従って線幅もかわらない0-万積分強度はAFクラスター
内のスピンのZ成分がスピン波の凍結によって増加するため,温度の低下に伴い増加するo
帯磁率で観測された Curie-Weiss期から外れだす温度Tlは中性子散漫散乱が見えだす温
度とほぼ一致してお｡,クラスター内で反強磁性秩序の形成がはじまる温度であるormは中性
子反射酸 が急に増えだす温度と一致しており,クラスター内のネール温度であるoTfは中性
子反射の線幅が減少しなくなる温度と一致し,これは試料全域を蔽っているSG相の凍結温度
として理解できる｡
15%oCr以上になると firstneighborpercolation は試料全域に及び長範囲反強磁性構
造が安定となる.10%oCr以下ではAFクラスターは存在せず完全なSGが実現するo
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